
 
 

 
 
 
 
 

～まず知っていくことから始めよう～ 
 
 
厚生労働省は、7 月 1 日（火）の「長期入院精神障害者の地域移行に向けた具体
的方策に係る検討会」において、精神科病棟転換型居住施設の導入を決めました。
精神科病棟の一部をグループホームなどの「居住系施設」に転換 しようとして
います。 
 
「病院で死ぬということと、病院内の敷地にある自分の部屋で死ぬことには大き
な違いがある」のでしょうか？ 
長期入院を余儀なくされている患者さんたちに、今本当に求められる支援とは何
なのでしょうか？ 
 
耳にしたことはあるけれど「病棟転換型居住系施設」とはどんなものなの？？ 
この問題について 理解を深めるとともに、考えていく機会になればと思います。 
 
皆さん多数ご参加ください！！ 
 
講師：吉池 毅志氏 

（大阪人間科学大学 准教授 ＮＰＯ大阪精神医療人権センター） 
 
日 時 ： 2014（平成 26）年１２月２１日（日） 
 
     １３：３０ ～ １６：３０（受付 13:15～） 

 
場 所 ： 草津市立市民交流プラザ 大会議室 
 

（フェリエ南草津 5 階） 
草津市野路一丁目１５番５号 TEL 077－567－2355 

ＪＲ琵琶湖線南草津駅東口すぐ、フェリエ南草津５階 

 
一般参加費 １０００円 
（滋賀県精神保健福祉士会会員・学生・他府県の日本精神保健福祉士協会会員無料） 
 
 

 



  年  月  日 

ＦＡＸ連絡票 

※ 送信先 社会福祉法人 青祥会 セフィロト病院  清水美紀宛 

Ｆ Ａ Ｘ ： （０７４９）６５－０８７０ 

  

件名：滋賀県精神保健福祉士会 全体研修 について 

 連絡事項 １２月２１日（日）全体研修に参加します 

 

                    （送信枚数：本票 1 枚） 

 

 

※ 送信元 

    氏名                       

    所属機関                     

    連絡先                      

 

 

 

 

※ 申し込みは、２０１４年１２月１７日（水）必着でお願いします。 

 

 

 


